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AICOK ブランドアプライアンスをご購買していただき、ありがとうございます。当社がデ

ザイン、機能及び便利さに関する要求を満たすために、努力しています。

安全上の注意

このアプライアンスを使用する前に、取扱説明書を丁寧に読んでください。また、必要が

あれば、保存してください。

操作が誤ったら、アプライアンスにもユーザーにも傷つける可能性あるので、取扱説明書

に従って使用してください。アプライアンスの使用は取扱説明書に従わなければならな

い。不正な操作でアプライアンスにダメージを与える場合、当社は一切な責任を負わない

とする。

1．使用する前に、壁コンセントが定格電圧と一致するかどうかをチェックしてください。

2．8 歳以上の子どもは教育されてから使用すること、クリーニングとメンテナンスの場

合、指導のもとで行わなければならない。

3．正確な操作の指導と注意事項の教育を受けていけば、身体障害者、知的障害者あるい

は経験と知識の欠如者でも使用できる。

4．子供に玩具として与えないでください。

5．アプライアンスとそのコードを八歳未満の子どもの手の届かないところに置いておい

てください。

6．このアプライアンスは浸水されることと水洗いが禁止される。

7．使用者がない場合、アプライアンスを「ON」状態にしてはいけない。
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8. 危険（*）を避けるために、電源コードに損傷が生じた場合、製造業者やそのサービ

ス・エージェントまたは同様の有資格者によって交換されなければならない。

9. このアプライアンスの屋外使用は禁止され、常に乾燥の環境に置いてください。

10．安全のために、充填や洗浄の前又は使用後、常にソケットからプラグを取り外して

ください。

11．このアプライアンスやその電源コードは熱い表面といかなる熱源に触れない用に注

意してください。

12．感電のリスクを減らすために、濡れた手でこのアプライアンスを操作してはいけな

い。

13．アプライアンスのハンドとルボタンしか触らなく、熱い表面と接触してはいけない。

14．コードを引っ張ってプラグを抜いたり移動したりしてはいけない。また、アプライ

アンスの周りにコードを巻いたり、ねじったりしないでください。

15．安定性が高く、平らな表面にアプライアンスを置いてください。

16.ケトルのコードは垂れてないように注意してください。

17.水がないとき使用しないでください。ただ新鮮、冷たい水が使われる。

18．最大ボリュームを超えないように水タンクを水を入れてください。溢れる場合、使

用しないでください。

19.最大ボリュームを超えると、湯沸しからお湯を吹き飛ばす可能性がある。

20．水を沸かすとき、オーブン（電子レンジを含む）にケトルを置いてはいけない。

21．火傷を避けるために、沸かしたの温度が高いので、丁寧にケトルを扱ってください。

22．ケトルはスタンド付きで使用されること。
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23.コンセントから抜く前に、いつでもコントロールを「オフ」にする。

24.周囲温度が 0℃の以上であること確認してください。そうしないと、アプライアンス

がよく使えない。

25.最適な性能の確保と故障防止のために、常にアプライアンスを定期的にスケールを除

去してください。

26．クリーニングの前にアプライアンスが完全に冷却することを確認してください。

27．このタイプのアプライアンスはプロのタイプではないので、一時停止する必要があ

り、連続的に働くことができない。

28．このアプライアンスは常に食べ物と直接に接触するので、常に清潔にしてようにし

てください。

29．食べ物と接触している表面を掃除する方法については、マニュアルの「清掃」の項

を参照してください。

30．挿入、取り外し、またはクリーニングを行う前に、アプライアンスのプラグが抜か

れていることを確認してください。

31．本アプライアンスは、外部タイマーまたは別個の遠隔制御システムによって操作さ

れない。

32．以下の場合でアプライアンスを使用しないでください:
・電源コードが損傷した

・不正操作

・任意損傷がある

・浸水された

・落とされた
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33．アプライアンスの過熱を避けるために、フラットのコードを広めてください。

34．保証は製造上の欠陥と家庭での使用だけをカバーする。 安全指導を尊重しないこと

に起因するすべての劣化は保証内容に含まれない。

35．すべてのアプライアンスについて品質管理を行わなければならないので、一部のア

プライアンスはランダムに選ばれてテストとして実験された。だからその上にに使用のト

ラックがある。

36．自分でケーシングを開けないでください。

37．このアプライアンスは家庭及び以下の類似の場合で使用される：

・店舗、オフィス、およびその他の仕事環境のスタッフキッチンエリア

・ファームハウス

・ホテル、モーテル、その他の居住型環境のクライアント

・ベッドに、朝食を食べる環境
（＊）あらゆる危険を避けるために、この種の修理はアフターサービスのプロデューサー
や輸入業者あるいは有資格者などの資格のある電気技師のプロによって実行される。どん
な故障があっても、以上に述べた電気技師に返却して修理を頼む。
この取扱説明書については、当社のウェブサイト www.aicok.ccのもご覧になることがで

きる。
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特別措置

規格

電源 110-120V~50/60Hz
功率 1000W

初使用の準備

ユニットとすべてのアクセサリを慎重に扱い、鋭利なアクセサリに注意してください。

石鹸と水でボウルとすべてのアクセサリを すすぎ、十分に乾燥させ、きれいにしてくだ

さい。 湿った布で外側と内側を清掃し、乾拭きしてください。

初めて使用する前、内部のケトルをすすいでください。

１．新鮮な水をタンクの半分まで入れる。 （あらゆる製品の付録なし）

２．スイッチを「ON」の位置にすると、ライトが点灯し、水の加熱が始まる。

３．沸騰になると、この器具は自動的に消灯する。

４．（火傷）飛び散らないように、ケトルを慎重に上げて、ケトルが空いた状態までお

湯を注ぐ。

５． アプライアンスはすぐに使用できる。

警告:
・水が沸騰している間はふたをはずしないでください。

・蒸気がハンドルから遠ざかるように蓋を置いておく。

・ケトルが過充填されている場合は、沸騰した水が排出されるおそれがあ

る。

・必ず蓋をしっかり閉めてください。

・アプライアンスを充填するときは冷水のみを使用してください 。

・水位は最小ボリュームマークから最大ボリュームマークまでに充填して

ください。

・アプライアンスをスタンドから取り外す前に、電源が切られていること

を確認してください。
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使用前の準備

1．電源コードを完全に伸びる。

2．それにふさわしいコンセントにアプライアンスを接続する。

3．清潔な水でケトルを満たす。（水位の最大ボリュームを注意して過度に充填しないで

ください）。

4．ベースにケトルを置く。

5．器具を 「1」の位置に切り替える。 ケトルの制御ランプは、水が加熱していること

を示している。

6．沸騰になると自動的に電源が切れる。

7．火傷を避けるようにケトルを持ち上げ、シンクの中にゆっくりと水を注ぐ。

クリーニングとメンテナンス

1．クリーニングの前に、アプライアンスが電源ソケットから抜かれ、完全に冷却されて

いることを確認してください。

2．外側をきれいにするには、柔らかい湿った布で軽く拭き取り、完全に乾かしてくださ

い。

3．ケトルの内壁をクリーニングするには、柔らかい湿った布または柔らかいブラシを使

用して残留物を除去してください注：研磨製品を使用しないでください。

4．フィルターを掃除するには、ふたを開けてフィルターを本体から引き出し、流水です

すぎ、徹底的に乾かしてください。

5．ジャグケトルまたはそのベースを水に浸してはいけない。

6．食器洗い機は使用してはいけない。

7．最適な性能を確保するためには、アプライアンスを定期的に脱スケールする必要があ

る。その回数は水硬度と使用回数によるものである。

・ 沸騰中の騒音が大きくなることまたは湯沸かし器が沸騰する前にスイッチが切れたこ

とに気付き始めた場合、スケール除去が必要であることを示している。

一般に、脱スケールは、以下のように行われるべきである：

軟水で脱スケールする場合、少なくとも 6ヶ月に 1回;
硬水で脱スケールする場合、少なくとも 3ヶ月に 1回。

・プラスチックケトルに適した脱スケール剤のみを使用してください。

・スケール除去する手順を注意深く読んでから、段階的にスケール除去してください。

・スケール除去後、ケトルの内側をきれいな水ですすいでください。

注：酢をスケール除去剤として使用しないでください。 水硬度に疑問がある場合、地元

の水道会社にお問い合わせください。

保管



1．そのユニットが完全に冷却で乾燥であることを確認してください。

2．涼しく乾燥した、子供の手の届かないところに保管してください。
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ユニットの正しい処分方法

（電気・電子設備）

（回収システムが整備された EU及びヨーロッパの他の国家に適用す

る。）

廃電気電子機器（WEEE）に関する 2012/19 / EU欧州指令では、古い家庭用電化製品を

家庭廃棄物として、処理してはいけない。

材料の回収とリサイクルを最適化し、人間の健康と環境への影響を減らすために、古い家

電製品を別に回収してください。

回収しやすいために、ゴミの種類がすべての製品に記されている。

消費者は地元の関係機関または販売店に製品の正しい処分をお問合わせてください。

•写真は契約なし

•製品の品質について心配している場合、メーカーは予告なしに変更を加える権利を留保する。

詳細情報

http://www.quefairedemesdechets.fr
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